
地
方
機
関

管
区
警
察
局
、
東
京
都

警
察
情
報
通
信
部
及
び

北
海
道
警
察
情
報
通
信

部

四
、
一
九
四
人

う
ち
、
六
七
九
人
は
、
警
察
官
と
す
る
。

地
方
機
関

管
区
警
察
局
、
東
京
都

警
察
情
報
通
信
部
及
び

北
海
道
警
察
情
報
通
信

部

四
、
一
八
九
人

う
ち
、
六
七
九
人
は
、
警
察
官
と
す
る
。

合

計

七
、
八
四
八
人

う
ち
、
二
、
一
六
五
人
は
、警
察
官
と
し
、

八
八
七
人
は
、
皇
宮
護
衛
官
と
す
る
。

合

計

七
、
七
九
六
人

う
ち
、
二
、
一
四
八
人
は
、警
察
官
と
し
、

八
八
一
人
は
、
皇
宮
護
衛
官
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
提
案
に
係
る
行
政
機
関
非
識
別
加
工
情
報
を
事
業
の
用
に
供
す
る
期
間
）

第
六
条

法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
五
号
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
法
第
四
十
四
条
の

五
第
二
項
第
五
号
の
事
業
並
び
に
同
号
の
提
案
に
係
る
行
政
機
関
非
識
別
加
工
情
報
の
利
用
の
目
的
及
び
方
法
か
ら

み
て
必
要
な
期
間
と
す
る
。

（
提
案
に
係
る
そ
の
他
審
査
の
基
準
）

第
七
条

法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
七
号
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
行
政
機
関
の
長
が

提
案
に
係
る
行
政
機
関
非
識
別
加
工
情
報
を
作
成
す
る
場
合
に
当
該
行
政
機
関
の
事
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障
を
及

ぼ
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

４

法
第
四
十
四
条
の
五
第
三
項
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

提
案
を
す
る
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
と
同
一
の
氏
名
及
び
住
所

又
は
居
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定

す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の

三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理

に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
そ
の
他
法

律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
書
類
の
写
し
で
あ
っ
て
、
当
該
提
案
を
す
る
者
が
本
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の

二

提
案
を
す
る
者
が
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
と
同
一
の
名
称
及
び
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
氏
名
が
記
載

さ
れ
て
い
る
登
記
事
項
証
明
書
又
は
印
鑑
登
録
証
明
書
で
提
案
の
日
前
六
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
そ
の
他
法

律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
書
類
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
に
足
り
る
も
の

三

提
案
を
す
る
者
が
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
前
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
提
案
を
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
行
政
機
関
の
長
が
適
当
と
認
め
る
書
類

四

前
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
行
政
機
関
の
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

５

前
項
の
規
定
は
、
代
理
人
に
よ
っ
て
第
四
条
第
一
項
の
提
案
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
提
案
を
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

６

法
第
四
十
四
条
の
五
第
三
項
第
一
号
の
書
面
は
、
別
記
様
式
第
二
（
法
第
四
十
四
条
の
十
二
第
二
項
で
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）に
よ
る
も
の
と
す
る
。

７

行
政
機
関
の
長
は
、
法
第
四
十
四
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
面
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
添
付
さ
れ
た
書
類
に
不
備
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
ら
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
記
載
が
不
十
分
で
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
同
条
第
一
項
の
提
案
を
し
た
者
又
は
代
理
人
に
対
し
て
、
説
明
を
求
め
、
又
は
当
該
書
面
若
し
く
は
書
類
の

訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
提
案
に
係
る
行
政
機
関
非
識
別
加
工
情
報
の
本
人
の
数
）

第
五
条

法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
二
号
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
数
は
、
千
人
と
す
る
。

〇
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
第
一
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
二
条
第
八
項
、
第

四
十
四
条
の
四
、
第
四
十
四
条
の
五
、
第
四
十
四
条
の
七
、
第
四
十
四
条
の
九
、
第
四
十
四
条
の
十
、
第
四
十
四
条
の

十
一
、
第
四
十
四
条
の
十
二
及
び
第
四
十
四
条
の
十
五
の
規
定
並
び
に
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を

実
施
す
る
た
め
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
四
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
行
政
機
関
非

識
別
加
工
情
報
の
提
供
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

個
人
情
報
保
護
委
員
会
委
員
長

堀
部

政
男

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
四
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
行
政
機
関
非
識
別
加
工

情
報
の
提
供
に
関
す
る
規
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
他
の
情
報
か
ら
除
か
れ
る
情
報
）

第
二
条

法
第
二
条
第
八
項
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
同
項
で
規
定
す
る
個
人
に
関
す
る
情

報
の
全
部
又
は
一
部
を
含
む
個
人
情
報
（
同
項
で
規
定
す
る
個
人
情
報
を
い
う
。）と
す
る
。

（
提
案
の
募
集
の
方
法
）

第
三
条

法
第
四
十
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
提
案
の
募
集
は
、
毎
年
度
一
回
以
上
、
当
該
募
集
の
開
始
の
日
か
ら
三

十
日
以
上
の
期
間
を
定
め
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

提
案
の
募
集
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
あ
ら
か
じ
め
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
提
案
の
方
法
等
）

第
四
条

法
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
の
提
案
は
、
別
記
様
式
第
一
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

代
理
人
に
よ
っ
て
前
項
の
提
案
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
一
に
当
該
代
理
人
の
権
限
を
証
す
る
書

面
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
四
十
四
条
の
五
第
二
項
第
八
号
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
提
案
に
係
る
行
政
機
関

非
識
別
加
工
情
報
に
関
し
て
希
望
す
る
提
供
の
方
法
と
す
る
。
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